
今後の道路行政についての意見・提案                                         様 式 ① 
①道路行政全般について改善すべき点、要望や提案など                                   福 井 県 
中部縦貫自動車道および舞鶴若狭自動車道の高規格幹線道路の早期完成 

○ 国土の骨格を成す基幹的ネットワークである中部縦貫自動車道および舞鶴若狭自動車道の高規格幹線道路については、国の責任において、

今後とも着実に整備・維持管理すること。また、今後１０年から１５年間でそのネットワークが完成するようにすること。 
★中部縦貫自動車道の大野油坂道路については、一日も早く事業着手の決定を行い、今後１０年から１５年での全線開通を図ること。特に、

線形不良等の現道状況の厳しい大野市富田地区から大野市和泉地区にかけての区間を優先的に事業着手すること。また、永平寺大野道路

の整備を促進し、遅くとも平成２８年度までの全線開通を図ること。 
★舞鶴若狭自動車道について、小浜西・小浜間は平成２３年度、小浜・敦賀間は平成２６年度の完成予定が示されているが、一日も早い開

通を図ること。 
○ 事業評価については、従来から用いている時間短縮などの効果に加えて、企業立地の促進・観光振興、広域的なリダンダンシーの確保、高

度医療施設へのアクセス向上など道路が持つ多様な効果を十分反映すること。 
★ 隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興（中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道） 
・ 物流の新たなルート構築による沿線の企業立地の促進 
（大野市ではこの１年間に５社の企業誘致を進めていたが、高規格幹線道路が未整備であることを理由にいずれも企業立地に至らず） 

・ 観光の新たな周遊ルート開発、隣県等との連携強化による大都市からの観光客増加 
 （奥越地域では、恐竜博物館等の魅力ある観光資源の開発により、入り込み客は増加傾向にある。本県への観光入り込み客の約９割

が自動車利用であり、観光客へのアンケートで改善点の第１位はアクセス整備となっていることからも、高規格幹線道路の整備が

不可欠） 
・ 福井～東京：6時間30分→5時間40分（50分短縮） 

   ・ 小浜～大阪：2時間20分→2時間00分（20分短縮）    
★ 広域的リダンダンシーの確保（中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道） 

   ・ 太平洋側の大規模地震時には、東名、名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路 
    （平成７年の阪神大震災時には、名神高速道路等が寸断され、国道２７号が迂回路となり大渋滞が発生） 
   ・ 通行止めが頻発する北陸自動車道の迂回路となる道路 
    （平成１３年・平成１８年豪雪では、北陸自動車道等が長期間通行止めとなり県民生活や経済が大混乱） 
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★ 高次医療施設へのアクセス向上（中部縦貫自動車道） 
   ・ 旧和泉村（大野市）～県立病院（第三次救急医療施設）：70分→48分（22分短縮） 
   ・ 勝山市 ～県立病院（第三次救急医療施設）：38分→25分（13分短縮） 
   ・ 出産可能な医療機関のない奥越地域の生命線となる道路 
    （奥越地域では、平成１９年３月に出産可能な病院が無くなり、直近の産科病院まで約３０分余計に時間がかかるようになった） 

★ 交通事故の減少（中部縦貫自動車道） 
   ・大野油坂道路の整備により線形不良箇所が解消し、交通事故件数が減少 

（国道158号の大野市街地～油坂峠間の死亡事故発生割合は県平均の約5倍） 
直轄国道の整備促進と地方負担の軽減 

○ 高規格幹線道路と一体となってネットワークを成す直轄国道については、国の責任において、今後とも着実に整備・維持管理すること。ま

た、地方負担の軽減のため、直轄負担金を見直し、特に、維持管理に係る地方負担を軽減すること。 
地方の道路財源確保と交付金制度等の継続 

○本県の道路関係予算に占める道路特定財源は約４割であり、残りの約６割を一般財源や起債で賄っている現状を踏まえ、地方にとって「真

に必要な道路」の整備・維持管理を着実に進めるための財源を安定的に確保すること。 
○地域の自主性を生かし、地域の道路整備に大きな役割を果たしてきた地方道路整備臨時交付金制度を継続・拡充するとともに、地方負担を

軽減するため今年度創設された地方道路整備臨時貸付金制度を来年度以降も継続すること。 
維持管理の増加に対応した制度設計 

○ 高度経済成長期に建設された多くの橋梁、トンネル等の道路施設の老朽化が進行し、今後、大規模な修繕や更新の時期を迎えることから、

維持管理すべき道路の経年的な増加と相まって、地方財政を圧迫することが懸念される。今後は、維持管理に主眼を置き、地域の道路事情

を踏まえ柔軟に運用できる制度設計にするとともに、必要な費用への十分な支援策を講じること。 

災害対策の実施、豪雪時の情報共有・提供の徹底 

○本県は、地形的に嶺北と嶺南に分断され、近年では平成１６年福井豪雨や平成１８年豪雪などの自然災害が頻発する厳しい地形・気象状況

にある。平成１８年豪雪では嶺北・嶺南境界部の道路機能が長期間にわたり麻痺して、北陸の経済活動に深刻な影響を及ぼし、また、県管

理道路に落石や崩落、雪崩等の対策必要な箇所が約１，１１０箇所もあることから、道路除雪や道路防災対策について必要な費用への支援

策を講じること。 
○豪雪時には道路・交通管理者が連携し、相互の情報共有・一元化、県外への幅広い情報の迅速な提供の徹底を図ること。 
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今後の道路行政についての意見・提案 様式②
②－１　地域の現状と抱える課題 福井県
○現状 ○課題

　

①大都市圏、隣県への県境を越えた広域的な交流の拡大

②県民生活の安全・安心の確保

③暮らしの質を高めるための地域間連携の推進

・大都市圏、隣県へのアクセス向上
　　本県は、地理的に優位な位置にあるにもかかわらず、現在、高規格幹線道路ネットワ
　ークは北陸自動車道のみに依存している状況にある。地の利を生かし、本県の豊かな産
　業・観光資源を全国に広く発信していくため、関東圏、中京圏、関西圏につながる中部
　縦貫自動車道・舞鶴若狭自動車道等の早期完成が必要である。

・広域的なリダンダンシー向上
　　広域的なリダンダンシーの確保は国家的見地からも急務であり、高規格幹線道路によ
　る日本海側と太平洋側をつなぐルート、日本海側を通るルート等の広域ネットワークを
　形成するため、中部縦貫自動車道・舞鶴若狭自動車道等の早期完成が必要である。

・豪雪・災害対策の実施
　　豪雪時や災害発生時においても、県民の安全・安心な生活や経済活動を確保するた
　め、緊急輸送道路等の雪・災害に強い道づくりが必要である。特に、山間部や半島部
　の代替路が無い生命線道路の安全性確保が重要である。

・戦略的な道路施設の維持管理
　　老朽化し今後大量に更新時期を迎える橋梁等道路施設の計画的な管理・修繕を行い
　長寿命化を図っていく必要がある。

・交通安全施設の整備、バリアフリー化
　　子供や高齢者が安全に通行できる通学路の歩道整備やバリアフリー化を進めていく必
　要がある。
　

・女性就業率・共働き世帯割合とも全国トップと女性の社会進出が目覚ましい
　　（女性就業率　　　５１．７％　（全国平均４６．４％））
　　（共働き世帯割合　３９．６％　（全国平均２６．６％））
・一世帯あたりの自家用自動車保有台数は７年連続全国１位
　　（一世帯あたりの自家用車台数　１．７５台／世帯　（全国平均　１．１０台／世帯））
・通勤通学、観光・業務等における自動車利用の割合が全国平均を大きく上回っており、人々の生活を
　道路が支える「車社会」となっている。
　　（通勤通学時の交通手段　自動車　７５．５％　（全国平均　５４．８％））

・太平洋側から日本海側への大動脈である北陸自動車道や国道８号は、木之本（滋賀県）から敦賀市、
   越前市の区間では、特に冬季の積雪等に対して非常に脆弱な区間である。特に、平成１８年豪雪で
　は、長時間交通不能になり、本県の嶺北地方と嶺南地方が分断された。（北陸自動車道敦賀ICｰ武
　生I間Cで長時間に及ぶ通行止めが６回発生（ 長２２時間４０分））
・県管理道路には落石や崩落、雪崩等の対策必要な箇所が約１,１１０箇所）

・維持管理の必要な道路面積は年々増加しているが、予算は減少傾向で、近年横ばいである
　　（道路面積あたりの維持管理予算はピーク時の５４％に減少）
・高度成長期に建設された道路の舗装、橋梁やトンネル等は、建設が数十年を経過しており今後大量に
　更新期を迎える。（２０３０年には、県内の約５割の橋梁が建設後５０年になる）

・地域間のアクセス向上
　　隣接した市町間の連携、合併した市町内の連携、観光地間等のアクセスを強化するた
　めの幹線ネットワークの形成が必要である。

・高次医療施設へのアクセス向上
　　地域の病院が減少する中、県民に高次医療サービスを提供するために、高次医療施設
　へのアクセスを強化する道路整備が必要である。

・市街地内の渋滞対策、公共交通機関との連携
　　市街地内の環状道路等を整備し、渋滞対策を進めるとともに、駅等の交通結節点の改
　善やアクセスを強化し、公共交通機関との連携を図ることが必要である。

　◆福井県の位置

　◆福井県の道路環境

　◆福井県の産業・観光資源

・「列島のまん中」に位置し、関西圏、中京圏、関東圏のどの圏域にも近い地理的優位性を有する。

・わが国の自動車・繊維・電子機器産業等を支える高度な技術力を有する企業が集積
・国際的な恐竜化石研究の拠点である「恐竜渓谷」、明通寺、永平寺といった歴史的遺産
・越前海岸、若狭湾、三方五湖、九頭竜川、荒島岳等の豊富な自然

　◆福井県の道路の維持管理

　◆歩行者の安全確保

・高齢者の占める割合が高い。
　　（老年人口割合（６５歳以上）２3．1％　（全国平均　２０．8％））
・高齢者や子供などの交通弱者が安全に通行できる歩行者空間の整備やバリアフリー化は遅れている。
　　（県内国県道の歩道整備率３２．９％（全国平均　４２．８％））

　◆福井県は「車社会」

　◆地域間の交流

・交通不能区間が国道・県道で１７箇所あり、特に、嶺北の海岸部山地や奥越地方の山岳部、嶺南地方
　のリアス式海岸等においては、狭隘な道路が多く、地域間の交流を阻んでいる。
　　（県管理道路の道路改良率７１．８％（全国平均　７３．８％）)
・また、市街地部においては慢性的に渋滞が発生している。
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今後の道路行政についての意見・提案 様式③
②－２　地域の目指すべき将来像 福井県

　

  ◇広域的な人と物の安全な交流

　　◇雪・災害に強い県土

  ◇観光客の増加、販路市場の拡大

経済・観光等の飛躍的な発展

安全・安心な生活環境の確保

福井県の目指すべき将来像

・中部縦貫自動車道・舞鶴若狭自動車道の整備による高規格幹線道路ネットワークを完成するこ
　とにより、本県の地理的優位性を 大限生かし、観光客の増加、関東圏をはじめ各圏域への販
　売市場の拡大が図られ、各都市圏と本県の人・物の交流が活発化する。

・中部縦貫自動車道の整備による日本海側と太平洋側をつなぐルートの形成、舞鶴若狭自動車道
　の整備による日本海側ルートの形成により、広域的なリダンダンシーが向上し、災害時等にお
　いても人と物の安全な交流が確保される。
　

　　◇適正で効率的な道路施設の維持管理

　　◇子供や高齢者にやさしい環境の確保

・地域間道路の防災対策や複数ルートを確保することにより、災害時にも住民の安全な通行が確保
　される。また、早期除雪や歩道除雪の充実を図ることにより、県民の安心・安全な生活や経済活
　動が確保される。

・計画に基づき、定期的点検と予防的補修を行うことで、道路施設の長寿命化が図られ、既存スト
　ックを長期にわたる利活用が図られる。

・歩道整備やバリアフリー化により、子供の安全な通学、高齢者の自立した暮らしが確保される。
　
　

　　◇市街地内の交通円滑化

地域における暮らしの質の向上

・合併した市町内の主要地間を結ぶ道路を整備することにより、市町内の一体化、車社会を支え
　る地域間の連携が強化される。

・地域間を結ぶ幹線ネットワークの整備や、迅速な災害救援や高次医療施設へのアクセスを強化
　することにより、より広い地域の県民に対し医療サービスが提供される。

・渋滞対策の実施、交通結節点の改善やアクセス強化により、市街地内の交通円滑化、公共交通
　機関の利用促進、環境改善が図られる。

　　◇安心な医療環境の確保

　　◇地域間連携の強化
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今後の道路行政についての意見・提案 様　式　④
③道路施策の重点事項（代表事例、期待する効果や評価等） 福　井　県

重点事項 代表事例 期待する効果や評価等 その他

◇観光客の増加、
　販路市場の拡大

◇広域的な人と物の安
　 全な交流

◇雪・災害に強い県土

◇安心な医療環境の確
   保

高規格幹線道路の整備

　◆　中部縦貫自動車道

　◆　舞鶴若狭自動車道

★　隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興（中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道）
　　　・　物流の新たなルート構築による沿線の企業立地の促進
　　　　　←大野市では高規格幹線道路が未整備であることを理由に企業立地に至らないケースがこの１年間に５件発生
　　　・　観光の新たな周遊ルート開発、隣県等との連携強化による大都市からの観光客増加
　　　　　←奥越地域では、恐竜博物館等の魅力ある観光資源の開発により、入り込み客は増加傾向
　　　　　←本県への観光入り込み客の約９割が自動車利用
　　　　　←観光客へのアンケートで改善点の第１位はアクセス整備となっており、高規格幹線道路の整備が不可欠
　　　・　福井～東京：6時間30分→5時間40分（50分短縮）
　　　・　小浜～大阪：2時間20分→2時間00分（20分短縮）
★　広域的リダンダンシーの確保（中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道）
　　　・　太平洋側の大規模地震時には、東名、名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路
　　　　　←平成７年の阪神大震災時には名神高速道路等が寸断され、迂回路となった国道２７号が大渋滞
　　　・　通行止めが頻発する北陸道の迂回路となる道路
　　　　　←平成１３年・平成１８年豪雪では、北陸自動車道等が長期間通行止めとなり県民生活や経済が大混乱
★　高次医療施設へのアクセス向上（中部縦貫自動車道）
　　　・　旧和泉村（大野市）～福井県立病院（第3次救急医療施設）：70分→48分（22分短縮）
　　　・　勝山市 ～福井県立病院（第3次救急医療施設）：38分→25分（13分短縮）
　　　・　出産可能な医療機関のない奥越地域の生命線となる道路
　　　　　←奥越地域では平成１９年３月に出産可能な病院が無くなり、直近の産科病院までの時間が約３０分延びる
★　交通事故の減少（中部縦貫自動車道）
　　　・　大野油坂道路の整備により線形不良箇所が解消し、交通事故が減少
　　　　　←国道158号大野市街地～油坂峠間の死亡事故発生割合は、県平均の約5倍

P 6参照

P 7参照

P 8参照

P 9参照

P10参照

P11参照

◇観光客の増加、
 　販路市場の拡大

◇地域間連携の強化

地域間幹線道路の整備
　
◆　国道３０５号
     河内～奥野々道路
     赤萩～河内バイパス
  （ホノケ山トンネル（仮称））

★　アクセス向上による市町村合併の支援、広域観光ルートの強化
　　　・　南越前町役場（旧南条町）～河野総合事務所（旧河野村）：40分→20分（20分短縮）。　北陸自動車道と
          越前加賀海岸国定公園とを、最短で連絡する道路

★　災害時等のリダンダンシーの強化
　　　・　北陸自動車道、国道8号、国道365号を横断的に連絡し、災害時等の迂回路として期待

P12参照

◇雪・災害に強い県土 生命線道路の整備

　◆　県道常神三方線

★　災害時の孤立集落の解消
　　　・　過去10年間で法面崩壊等による全面通行止めが多発。特に、平成16年には4集落、700人以上が孤立
　　　・　県道整備により災害危険箇所を迂回し、生命線道路の安全・安心な通行を確保

P13参照

◇雪・災害に強い県土 戦略的・効果的な道路除雪 ★　冬期における安全・安心な道路通行の確保
　　　・　多量の降雪により、通行不能や事故、大渋滞が発生。平成18年豪雪は物流、観光に多大な影響
　　　・　効果的な道路除雪、迅速な情報提供による安全・安心な道路通行の確保

P14参照

◇適正で効率的な
　　道路施設の維持

戦略的な道路管理 ★　維持管理の現状
　　　・　県が管理すべき道路面積は年々増加しているが、予算は減少傾向で、近年横ばい
★　橋梁アセットマネジメントの推進
　　　・　2030年には約50％の橋梁が更新期を迎えることから、戦略的な維持修繕計画により、費用を抑制

P15参照
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高規格幹線道路 未整備地域 の産業用地には、企業立地が進まない！！

高規格幹線道路の整備①高規格幹線道路の整備①--11 中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道

分譲済み
52％

未分譲
48％

北陸自動車道

中部縦貫自動車道

嶺南地域
(産業用地130ha)

舞
鶴
若
狭
自
動
車
道

（Ｈ
２６

供
用
予
定
）

丹南地域
(産業用地440ha)

未分譲
6％

未分譲
15％

未分譲
11％

福井・坂井地域
(産業用地1,450ha)

分譲済み
94％

分譲済み
89％

分譲済み
85％

奥越地域
(産業用地80ha)

東海北陸

自動車道

大野油坂道路
（未着工）

産業の発展には
中部縦貫自動車道が不可欠

出典：福井県産業用地マップ（H19.1 福井県産業労働部）

中部縦貫自動車道大野油坂道路が
未着工となっている奥越地域は、
◇産業用地の規模が小さい
◇多くの未分譲産業用地が残る

嶺南地域は舞鶴若狭道が整備中で、
供用予定も示されているため、
比較的産業用地の分譲が進んでいる

◆隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興
◆広域的なリダンダンシーの確保・・・東名・名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路
◆高次医療施設へのアクセス向上
◆交通事故の減少

※大野市では、未整備であることを理由に企業
立地に至らないケースがこの１年間で５件発生
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中部縦貫自動車道により、
広く観光地の連携が可能

大阪

名古屋

北陸道

北
陸
道

名神高
速

東
海

北
陸

道

中部縦貫自動車道

こ
れ
ま
で
の
人
の
流
れ

高山町並み

新
し
い
人
の
流
れ

中部縦貫自動車道

九頭竜湖

世界遺産白川郷

◆隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興
◆広域的なリダンダンシーの確保・・・東名・名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路
◆高次医療施設へのアクセス向上
◆交通事故の減少

関
西
・
中
京

高規格幹線道路の整備①高規格幹線道路の整備①--22 中部縦貫自動車道中部縦貫自動車道

関
東

福
井
県
立

恐
竜
博
物
館

中京

大
野
七
間
朝
市

平
泉
寺
白
山
神
社

九
頭
竜
湖

至 東京

福井県内観光地

新たな広域観光ルート（例）

福井県立
恐竜博物館

平泉寺白山神社

小松空港

世
界
遺
産
白
川
郷

高
山
町
並
み

飛騨高山

大野七間朝市

観光の新たな周遊光ルート開発、隣県等
との連携強化による中京・関東方面から
の観光客増加

本県（奥越地域）への観光客動向

主要な観光施設･観光地

案内板･標識

アクセス整備

12.4%３

13.1%２

15.9%１

※1 福井県観光客入込数（推計）Ｈ17～19）
※２ 勝山市・大野市調べ
※３ 福井県の観光に関する事業者ｱﾝｹｰﾄ

調査結果H20
※４ H16福井県観光動態調査

・観光客は増加傾向、中京・関東方面から３割以上
・自家用車または観光バスの利用者が約９割
・福井県立恐竜博物館は来訪者が１．５倍に増加
（Ｈ１７→Ｈ１９：約３８万人）

【奥越地域への観光客内訳】※2

2.0%航空機４

10.0%鉄道３

その他

貸切バス等

自家用車

2.2%５

11.8%２

75.0%１

【観光入込客の交通手段】※4

29.3%

35.0%

7.1%

28.6%

関東

関西

中京その他

2,000

2,500

3,000

Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９

（千人）

【本県観光で改善すべき点ベスト３】※3

（年）

【奥越地域への観光客入込】※1
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大阪

北陸新幹線

舞鶴若狭自動車道

長
野
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

東
陸
新
幹
線

山
陽
新
幹
線

上
越
新
幹
線

東名高速

中
央
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道

福井

中央自動車道

名古屋

常
磐
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

上信越自動車道

大野

敦賀

小浜

中部縦貫自動車道

東京

金沢

富山

北陸圏

中京圏

松本

◆中部縦貫道は、福井県と関東圏を最短で結ぶルート◆中部縦貫道は、福井県と関東圏を最短で結ぶルート

福井－東京

現 況：６時間３０分

整備後：５時間４０分

名古屋への
第2ルート

◆舞鶴若狭道は、福井県と関西圏を最短で結ぶルート◆舞鶴若狭道は、福井県と関西圏を最短で結ぶルート

関西圏

関東圏

小浜－大阪(吹田)

現 況：２時間２０分

整備後：２時間

◆隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興
◆広域的なリダンダンシーの確保・・・東名・名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路
◆高次医療施設へのアクセス向上
◆交通事故の減少

高規格幹線道路の整備①高規格幹線道路の整備①--33 中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道
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大阪

北陸新幹線

長
野
新
幹
線

東
海
道
新
幹
線

東
北
陸
新
幹
線

山
陽
新
幹
線

上
越
新
幹
線

東名高速

中
央
自
動
車
道

東
海
北
陸
自
動
車
道

北
陸
自
動
車
道

福井

中央自動車道

名古屋

常
磐
自
動
車
道

東
北
自
動
車
道

関
越
自
動
車
道

上信越自動車道

大野

敦賀

小浜

中部縦貫自動車道

東京

金沢

富山北陸圏

中京圏

中京圏・関西圏において大規模
地震が発生した場合、東西日本
を結ぶネットワークを提供

通行止めが頻発する北陸道のリ
ダンダンシーを確保する路線と
しての機能

関西圏

関東圏

高規格幹線道路の整備②高規格幹線道路の整備② 中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道中部縦貫自動車道、舞鶴若狭自動車道

◆隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興

◆広域的なリダンダンシーの確保・・・東名・名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路
◆高次医療施設へのアクセス向上
◆交通事故の減少

平成７年の阪神大震災時には、名神
高速道路等が寸断され、国道２７号
が迂回路となり大渋滞が発生

舞鶴若狭自動車道

平成１３年・平成１８年豪雪では、北
陸自動車道等が長時間通行止めと
なり県民生活や経済が大混乱
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奥越地域

福井県立病院

旧和泉村

北
陸
自
動
車
道

勝山

大野

158

416

第三次救急医療施設

東
海
北
陸
自
動
車
道

出産可能な医療機関 ゼロ

２２分短縮

整備後 約48分

現 況 約70分

旧和泉村～県立病院まで

８分短縮

整備後 約30分

現 況 約38分

大野市～県立病院まで

１３分短縮

整備後 約25分

現 況 約38分

勝山市～県立病院まで

中部縦貫自動車道

高規格幹線道路の整備③高規格幹線道路の整備③ 中部縦貫自動車道中部縦貫自動車道

※１

※２ ※３

※１：国土交通省資料
※２：国土交通省資料
※３：福井県土木部試算

◆隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興
◆広域的なリダンダンシーの確保・・・東名・名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路

◆高次医療施設へのアクセス向上
◆交通事故の減少
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死亡事故率（件/億台キロ）

3.90

0.79
0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

3.00

3.50

4.00

4.50

福井県平均 大野～油坂間

＜現況＞
大野市街地～油坂峠までの国道１５８号では、

死亡事故が多発

◆平成８年～平成１８年の間で

発生件数 ： １４件
死亡人数 ： １８人

H14～H18の死亡事故率が

福井県平均の約５倍

死亡事故発生場所

大野油坂道路の整備により、
線形不良箇所が解消

平成１８年６月６日

交通事故の件数が減少

線形不良箇所に死亡事
故が多発

中部縦貫自動車道大野油坂道路の整備により、
線形不良箇所が解消し、交通事故の件数が減少

高規格幹線道路の整備④高規格幹線道路の整備④ 中部縦貫自動車道中部縦貫自動車道

出典：（財）交通事故総合分析センター資料
：福井県警大野警察署調べ

◆隣県、大都市へのアクセス向上による企業立地の促進、観光振興
◆広域的なリダンダンシーの確保・・・東名・名神高速道路の迂回路となる国家的見地から必要な道路
◆高次医療施設へのアクセス向上

◆交通事故の減少

福井新聞H20.10.15 

大野油坂道路

大野市
富田地区

大野市
和泉地区
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地域間幹線道路の整備地域間幹線道路の整備 一般国道一般国道305305号河内奥野々道路、赤萩河内ﾊﾞｲﾊﾟｽ号河内奥野々道路、赤萩河内ﾊﾞｲﾊﾟｽ

１．現 状

◆国道３０５号ホノケ山付近の交通不能区間の解消により、南越前町内の連携を強化
◆北陸自動車道と越前海岸を最短で結ぶ広域観光ルートの確立
◆北陸自動車道、国道８号、国道３６５号等を連絡し、リダンダンシーの強化

各インターから越前海岸への距離各インターから越前海岸への距離

こうちおくこうちおくのののの

みなみえちぜんちょう

あかはぎこうちあかはぎこうち

◎合併した南越前町内の主要地間の移動ができない！
旧河野村～新しい町役場（旧南条町）は、交通不能区間により交通が断絶している。
役場に行く為には、隣市を経由しなければならず、距離で１８ｋｍ、時間で４０分を要する。

◎観光地越前海岸へのアクセスが不便！
今庄インターチェンジは県内で最も越前海岸に近い位置にあるが、交通不能区間による
アクセスの不便さにより、その立地を活かすことができない。

２．道路整備による効果

☆通行時間が大幅短縮☆通行時間が大幅短縮!!!!

→ 旧河野村⇔新役場(南条) 40分⇒20分 所用時間が半分に！

→ 越前海岸までのアクセス
今庄IC(今庄)⇔越前海岸（河野） 30分⇒20分 約10分の短縮！

→今庄～敦賀間で北陸自動車道、国道８号、国道３６５号のいずれかが災
害等で通行止めとなった場合、当道路が互いを横断的に連絡している
ことから、迂回路としての機能が発揮できる。

今庄IC

武生IC

鯖江IC

福井IC

☆今庄～敦賀間の災害時等におけるリダンダンシーの強化☆今庄～敦賀間の災害時等におけるリダンダンシーの強化!!!!
※合併後は旧南条町
が新役場

旧南条町

旧今庄町

旧河野村

旧南条町
中心部

旧河野村
中心部

旧今庄町
中心部

福井北IC

22km
（32分）

越前海岸

▲
ホノケ山

位置図

25km
（39分）

23km
（37分）

21km⇒15km
（30分） （20分）

31km
（47分）
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生命線道路の整備生命線道路の整備 一般県道一般県道 常神三方線常神三方線

１ 現 状

２ 常神半島縦貫道路の早期整備が必要

→ 災害危険箇所を１３箇所のうち４箇所迂回
（安全度向上率 約31％）

→迂回路がない

→民宿が７８軒存在する常神半島地域に

重大な被害
※年間観光客数は、約168,000人(H18)

常神
185人

神子
157人

遊子
65人

塩坂越
71人

日本海日本海

日本海日本海

水月湖水月湖

常神半島常神半島

事業中箇所

今後整備必要箇所

小川
249人

ゆうし

おがわ

みこ

つねがみ

しゃくし

すいげつこ

凡例

県道 常神三方線

集落（数字は人口）

災害危険箇所

H14.1.6 県民福井

位置図位置図

つねがみみかたつねがみみかた

～過去１０年の災害履歴～
・平成１０年４月15日 常神で法面崩壊 ３日間全面通行止め

・平成１４年１月５日 神子で法面崩壊 ２日間全面通行止め

・平成１４年３月７日 小川で法面崩壊 ２３日間全面通行止め
・平成１６年10月20日 各地で崩土倒木 １日間全面通行止め

つねがみ

みこ

おがわ

◆常神三方線は常神半島を縦貫する唯一の道路で、半島で生活する住民にとって命の道
◆過去１０年間で、災害による全面通行止めが４回、延べ２９日間発生
◆県道整備により、災害危険箇所を迂回し、生命線道路の安全・安心な通行を確保

つねがみつねがみみかた

遊子～塩坂越工区整備により、通行安全度約３０％遊子～塩坂越工区整備により、通行安全度約３０％UP!!UP!!
ゆうし しゃくし

H14.3.7 小川 法面崩壊
おがわ

ゆうし

一般県道 常神三方線

遊子～塩坂越工区
しゃくし ◎災害危険箇所は、最大で4．4箇所/km（県平均0.6箇所/km）

◎過去10年間で全面通行止め４回、延べ２９日間発生

◎平成16年の台風23号の豪雨では、各地で崩土・倒木が発生し、
住民や観光客など4集落、700人以上が孤立

今後も、神子～小川工区等の早期整備が求められる今後も、神子～小川工区等の早期整備が求められる
みこ おがわ
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戦略的・効果的な道路除雪戦略的・効果的な道路除雪

１ 平成１８年豪雪

◆冬期に多量の降雪や厳寒による路面凍結が頻繁に起こり、通行不能や事故、大渋滞が発生
◆平成１８年豪雪では幹線道路の通行止めが多発し、これによる物流、観光等の経済損失は多大
◆効果的な道路除雪、迅速な情報提供による安全・安心な道路通行の確保

大雪による交通渋滞（H17.12）
国道８号（越前市）

雪崩に巻き込まれた自動車（H17.12)
国道158号（大野市）

平成17年12月16日 福井新聞
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H12 H13 H14 H15 H16 H17

12月の降雪量（今庄）

平成17年12月15日（福井新聞）

除雪が追いつかない道路
(大野市内の市道）

国道１５８号

迂回路

雪崩により通行止め

冬季通行止め

２ 幹線道路の通行止めにより多大な経済損失

◎平成１７年１２月２２日に国道１５８号で発生した雪崩により、
大野市朝日～油坂間が１３日間通行止め
→交通の大規模な迂回により、

１３日間で約４.４億円の経済損失（福井県試算）

■嶺北南部を中心に平成１７年１２月１２日夜から１４日にかけ大雪
→南越前町今庄では最大日降雪量56cmを観測

（１２月の降雪量は356cmで、過去5年間の平均の約６倍）

■北陸道、国道８号、幹線国道等で積雪、雪崩による通行不能や大渋滞が発生
→嶺北と嶺南が一時分断、交通の大規模な迂回

■物流・観光に多大な影響
→小売店から商品が消える事態が発生
→県民の生活が大きく混乱
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維持系道路事業費（決算ベース）と管理道路面積の推移
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現在 10年後 20年後 30年後

50年未満

50年以上

戦略的な道路管理戦略的な道路管理

１ 道路管理の実情

◆県が管理すべき道路面積は年々増加しているが、予算は減少傾向で、近年横ばいである
◆２０３０年（約２０年後）には全橋梁の約５０％が架設後５０年を越え、大幅な更新期を迎える
◆橋梁等の長寿命化を図るなどの戦略的な維持管理により、適正で効率的に道路施設を維持する

子馬巣谷橋（Ｓ４３年架設）国道１５８号（大野市）
しばすだに

◎県管理道路面積は年々増加

◎道路面積当たりの維持系事業費は、ピーク時の約半分
→ 道路のサービスレベルが限界

２ 戦略的な道路管理が必要不可欠

◎橋梁、トンネル等の大規模構造物は高度経済成長期
以降に多く建設

県管理道路の橋梁架設後経過年数の推移

◎架設後50年以上の橋梁数は、
20年後には現在の約10倍、全体の約半分に

→事後保全から予防保全への転換が必要

道路面積あたりの維持系事業費
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道路面積に対する維持系事業費の割合

約半分

年々増加

ピーク時の
約半分に

18,177

10,052

（橋長１５ｍ以上の675橋）
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